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さ
て
ピ
エ
ロ
に
は
、
数
学
を
通
し
て
だ
け
で
な
く
、
外
観
の
無
限
の
多
様
性
を

も
超
越
し
つ
つ
、
美
術
に
よ
り
調
和
の
観
想
を
目
指
し
て
上
昇
す
る
能
力
が
備

わ
っ
て
い
た
。

そ
の
と
き
わ
れ
わ
れ
が
想
起
す
る
の
は
、
す
で
に
カ
ル
ヴ
ェ
ー
ジ
が
ピ
エ
ロ
の

も
の
と
目
さ
れ
る
多
く
の
思
想
と
関
連
づ
け
た
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
プ
ロ

テ
ィ
ノ
ス
的
教
養
で
あ
る
（
一
）

。
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
中
に
、
本

稿
の
目
的
上
、
別
の
思
想
を
見
出
し
た
。

―
可
視
的
物
体
が
不
快
な
は
ず
は
な
い
（「
音
楽
論
」
六
巻
二
九
）、
な
ぜ
な

ら
物
体
は
類
と
し
て
も
秩
序
と
し
て
も
善
で
あ
る
か
ら
（
同
、
六
巻
二
八
）。
し
か

し
可
視
的
物
体
の
魅
力
は
、
物
体
を
好
ま
し
い
と
感
じ
さ
せ
る
数
学
的
特
質
が
、

知
性
的
幾
何
学
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
劣
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
の
を
妨

げ
る
こ
と
は
な
い
し
（「
秩
序
に
つ
い
て
」
二
巻
四
二
）、
最
終
的
に
高
度
の
観
想

に
至
る
の
を
妨
げ
る
こ
と
も
な
い
（「
告
白
」
十
巻
三
四
章
五
一
―
五
三
）

―

―
円
筒
形
の
幹
、
密
集
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
葉
の
茂
み
、
ふ
た
し
か
な
動
き
で

舞
う
塵
埃
、
等
々
の
「
美
し
い
さ
ま
ざ
ま
な
形
」。
大
理
石
の
白
、
空
の
青
、
樹

に
咲
く
花
々
の
バ
ラ
色
、
多
彩
な
緑
、
等
々
の
「
き
れ
い
で
楽
し
い
色
」。
そ
し

て
「
色
の
女
王
」
た
る
光
は
（
二
）

、
季
節
を
迎
え
今
や
ゆ
っ
く
り
と
変
色
す
る
一
方

で
、
浸
透
し
て
い
る
色
彩
が
深
み
を
増
し
、
感
動
さ
せ
、
と
き
に
は
水
鏡
を
つ
く

る
（
図
1
）。
だ
が
こ
れ
ら
事
象
は
、
そ
の
相
対
的
な
美
の
中
に
、
宗
教
的
に
自

由
な
精
神
を
巻
き
込
む
こ
と
は
な
い
。
逆
に
そ
う
し
た
精
神
こ
そ
が
、
こ
れ
ら
の

美
を
「
賛
美
歌
に
」、
神
を
讃
え
る
賛
歌
に
盛
り
込
ま
せ
る
、
な
ぜ
な
ら
神
こ
そ

が
万
物
の
創
造
主
で
あ
る
か
ら
だ
。

私
が
先
ほ
ど
参
照
し
た
の
と
同
じ
『
告
白
』
の
一
節
（
十
巻
三
四
章
五
一
―

五
三
）
に
は
、
自
由
な
精
神
が
主
に
捧
げ
る
賛
美
歌
の
思
想
が
、
今
や
美
術
と
関

連
づ
け
ら
れ
て
再
登
場
す
る
。
美
術
作
品
は
多
様
で
無
数
に
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を

外
面
的
に
見
な
い
者
は
、「
私
た
ち
の
魂
を
経
て
美
術
家
の
手
に
伝
え
ら
れ
る
美

し
い
も
の
が
、
魂
よ
り
ま
さ
っ
て
い
て
、
魂
が
（
中
略
）
夜
も
昼
も
あ
こ
が
れ
る

か
の
美
そ
の
も
の
に
由
来
す
る
（
三
）
」
こ
と
を
熟
知
し
て
い
る
。

美
術
家
の
偉
大
性
が
形
態
の
完
全
な
創
造
に
あ
る
と
す
る
近
代
人
の
見
解
を
顧

み
る
こ
と
な
く
、
ま
た
ピ
エ
ロ
に
つ
い
て
多
く
の
者
が
抱
く
「
形
而
上
的
」
不
動

性
と
い
う
概
念
を
も
放
棄
す
る
な
ら
、
ピ
エ
ロ
が
逆
に
、
自
然
は
も
ち
ろ
ん
他
者

の
芸
術
か
ら
も
、
不
完
全
、
偶
然
、
偶
有
性
、
は
か
な
い
青
春
、
心
の
動
き
を
受

容
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
け
る
自
身
の
美
術
の
形
態
を
束
の
間
の
日
記
の
如

く
多
様
に
表
現
し
て
い
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
は
寛
大
な
が
ら
も
耽
溺
の
な

い
慈
愛
で
あ
る
。
ピ
エ
ロ
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
基
づ
き
美
術
が
虚
構
で
あ
る

と
熟
知
し
て
お
り
、
自
分
の
芸
術
も
ま
た
虚
構
で
あ
る
こ
と
を
何
度
も
表
現
し
て

き
た
。
な
ぜ
な
ら
モ
ン
テ
ル
キ
の
壁
画
（
図
2
）
は
天
幕
の
下
の
彩
色
像
を
、
サ

ン
セ
ポ
ル
ク
ロ
の
壁
画
（
図
3
）
は
額
縁
に
入
れ
た
絵
を
、
ア
レ
ッ
ツ
ォ
大
聖
堂

の
壁
画
（
図
4
）
は
お
そ
ら
く
施
釉
テ
ラ
コ
ッ
タ
の
彩
色
浮
彫
を
表
し
た
も
の
で
、

縮
尺
の
不
一
致
を
も
忠
実
に
再
現
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
こ
う
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
私
は
あ
な
た
に
賛
美
歌
を
歌
う
（etiam

 hinc 

dico tibi hym
num

）
（
四
）」。

最
新
の
知
見
を
得
た
、
慈
悲
深
い
と
同
時
に
超
然
と
し

た
美
術
家
〔
ピ
エ
ロ
〕
の
記
憶
か
ら
も
〔
こ
の
よ
う
な
言
葉
が
導
き
出
さ
れ
た
で
あ
ろ

う
〕。ド

メ
ニ
コ
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
サ
ン
テ
ジ
ー
デ
ィ
オ
聖

堂
に
、
オ
パ
ー
ル
色
、
乳
白
色
、
濃
青
色
と
バ
ラ
色
が
愛
ら
し
く
も
混
然
と
な
っ

た
魅
惑
的
な
光
景
を
描
い
て
い
る
。

発
掘
さ
れ
た
大
理
石
像
を
見
る
出
会
い
、
す
な
わ
ち
背
面
観
の
《
ポ
ト
ス
》（E

. 
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）（
図
5
、
6
）、
正
面
観
と
背
面
観
か
ら
見
ら
れ
た
裸

体
座
像
（
図
7
、
8
）、《
ア
レ
ス
》（
図
9
）
の
持
ち
上
げ
ら
れ
た
腿
と
腹
部
の

皺
へ
の
一
瞥
（
五
）
。

ロ
ー
マ
帝
政
末
期
の
大
理
石
や
貨
幣
を
好
ま
し
く
見
せ
る
不
完
全
な
幾
何
学

（《
シ
ジ
ス
モ
ン
ド
の
肖
像
》（
図
10
）
の
肩
は
、
あ
る
貨
幣
の
短
縮
法
で
表
さ
れ

た
肩
に
由
来
す
る
〔
六
〕

）。
フ
ィ
ラ
レ
ー
テ
（
図
11
）
や
イ
ザ
イ
ア
〔
・
ダ
・
ピ
サ
〕
の
、

ロ
ー
マ
に
あ
る
、
最
新
の
人
物
像
の
同
程
度
に
不
完
全
な
幾
何
学
も
、
一
四
五
〇

年
代
の
諸
作
に
と
り
格
好
の
手
本
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、
頭
部
が
不
動
の
卵
形
で

人
間
離
れ
し
た
ポ
ー
ズ
を
と
る
イ
ザ
イ
ア
の
シ
ャ
ヴ
ェ
ス
墓
碑
の
《
希
望
（
七
）

》（
図

12
）
は
、
慈
悲
の
聖
母
（
図
13
）
の
手
本
で
あ
る
。

そ
し
て
短
命
な
新
表
現
と
、
ま
だ
工
房
に
残
っ
て
い
た
諸
作
、
作
品
に
組
み
込

ま
れ
る
前
の
、
本
来
の
視
点
か
ら
外
れ
た
彫
刻
と
の
出
会
い
。
一
四
六
〇
年
代
、

ア
ン
ト
ニ
オ
・
ロ
ッ
セ
ッ
リ
ー
ノ
の
も
と
に
は
、《
キ
リ
ス
ト
洗
礼
》
に
ぴ
た
り

と
は
ま
る
、
す
ら
り
と
し
た
白
大
理
石
の
裸
体
像
が
あ
っ
た
。
ま
た
目
元
が
ぼ
ん

や
り
し
口
先
が
尖
っ
た
顔
は
、
た
だ
ち
に
《
キ
リ
ス
ト
降
誕
》
の
聖
母
を
優
雅
で

物
思
い
に
沈
ん
だ
姿
に
さ
せ
る
。
バ
ル
ド
ヴ
ィ
ネ
ッ
テ
ィ
の
も
と
に
は
、
額
を
宝

石
で
飾
っ
た
横
顔
、
貴
石
を
鏤
め
た
縁
取
り
、
縮
か
ん
だ
手
が
あ
り
、
ア
ゴ
ス

テ
ィ
ー
ノ
・
デ
ィ
・
ド
ゥ
ッ
チ
ョ
の
も
と
に
は
ま
だ
、
裾
が
長
く
装
飾
過
多
の
甲

冑
を
ま
と
い
、
剣
を
襷
掛
け
に
し
、
謎
め
い
た
眼
差
し
を
し
た
、
今
日
ア
ッ
ク
ァ

ペ
ン
デ
ン
テ
に
あ
る
《
大
天
使
》（
図
14
）
が
あ
っ
た
。
本
作
は
ま
だ
作
ら
れ
て

間
も
な
い
頃
に
、
サ
ン
タ
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ノ
多
翼
祭
壇
画
の
《
聖
ミ
カ
エ
ル
》（
図

15
）
の
手
本
と
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
七
〇
年
代
に
入
る
と
、
別
の
最
新
の
消
息
が
加
わ
る
。
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン

ニ
・
ダ
ル
マ
タ
の
パ
ウ
ル
ス
三
世
墓
碑
の
た
め
の
彫
刻
群
だ
。
ま
だ
組
み
上
げ
ら

れ
て
お
ら
ず
、
全
体
像
は
よ
く
見
え
な
い
が
、
大
柄
で
す
べ
す
べ
し
た
形
態
、
髭

を
剃
っ
た
丸
々
と
し
た
頬
、
力
強
い
が
震
え
る
手
、
片
腕
を
頭
の
下
に
、
片
腕
を

脇
腹
に
置
い
て
眠
る
男
の
ポ
ー
ズ
（
図
16
）、
こ
れ
ら
が
あ
ん
な
に
も
溌
剌
と
、

ペ
ル
ー
ジ
ャ
や
ウ
ル
ビ
ー
ノ
の
祭
壇
画
に
大
き
く
取
り
入
れ
ら
れ
、
あ
る
い
は

ち
ょ
う
ど
同
じ
ポ
ー
ズ
で
眠
る
幼
児
キ
リ
ス
ト
（
図
17
）
に
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ

て
い
る
。

八
〇
年
以
降
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
い
て
も
、
少
し
前
に
生
じ
た
新
表
現
を

聖
堂
内
に
探
し
た
り
、
工
房
で
偶
然
目
に
し
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
パ
ス

ク
ァ
ー
レ
・
マ
リ
ピ
エ
ロ
墓
碑
用
の
ピ
エ
ト
ロ
・
ロ
ン
バ
ル
ド
の
《
美
徳
》
た
ち

（
図
18
）
に
お
け
る
、
物
思
い
に
沈
ん
だ
直
立
ポ
ー
ズ
、
何
か
漠
と
し
た
眼
差
し

の
上
の
決
然
と
し
た
瞼
。
そ
れ
ら
は
《
聖
母
子
と
天
使
た
ち
》（
図
19
）
の
片
側

だ
け
に
、ア
ン
ト
ネ
ッ
ロ
〔
・
ダ
・
メ
ッ
シ
ー
ナ
〕
の
《
聖
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ヌ
ス
》（
図

20
）の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
る
。
片
側
だ
け
に

―《
キ
リ
ス
ト
の
鞭
打
ち
》（
図

21
）
に
お
け
る
よ
う
に
。

か
く
も
多
く
の
世
俗
表
現
が
拒
絶
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
始
原
を
自

覚
し
つ
つ
、
高
貴
極
ま
り
な
い
賛
美
歌
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
当
時
の
ベ
ッ

リ
ー
ニ
の
感
情
も
ま
た
、
明
る
く
美
し
い
胴
体
の
上
で
甘
美
な
頭
部
を
横
に
向
け

た
鞭
打
た
れ
る
キ
リ
ス
ト
と
、
ア
ー
チ
の
下
で
素
朴
に
輝
く
ば
か
り
に
佇
む
マ
グ

ダ
ラ
の
マ
リ
ア
〔
図
4
〕
の
た
め
、
己
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

「
こ
う
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
も （etiam

 hinc

）」･･･

私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
思

考
を
辿
っ
て
き
た
若
き
解
釈
者
／
芸ポ
エ
ー
タ

術
家
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
る
。
だ
が
私
に
は

見
当
も
つ
か
な
い
、
い
か
に
し
て
彼
の
表
現
が
過
去
と
直
近
〔
の
美
術
〕
の
上
を

慈
悲
深
く
彷
徨
い
、「
そ
の
魂
が
夜
も
昼
も
あ
こ
が
れ
る
」
不
変
の
美
へ
と
絶
え

ず
上
昇
し
て
い
け
る
の
か
を
。
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C
arlo D

el B
ravo, Piero e le occasioni (1991), in Idem

, B
ellezza e pensiero, 

Firenze, Le Lettere, 1997, pp.43-45.

訳
註

（
一
） 

カ
ル
ヴ
ェ
ー
ジ
は
教
会
と
し
て
の
聖
母
や
そ
の
懐
妊
と
い
う
主
題
、
十

字
架
や
腕
を
広
げ
た
キ
リ
ス
ト
の
象
徴
性
、
光
の
処
理
な
ど
に
、
ピ
エ

ロ
か
ら
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
に
至
る
「
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
風
プ
ラ
ト
ニ

ズ
ム
」
の
系
譜
を
指
摘
し
よ
う
と
し
た
（M

. C
alvesi, Sistem

a degli 

equivalenti ed equivalenze del Sistem
a in Piero della F

rancesca, 

“Storia dell ’arte ”, 1975, pp.83-110, in particolare p.88

）。

（
二
） 

引
用
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
告
白
』
第
十
巻
三
四
章
五
一
か
ら
。
以
下
、

同
書
の
訳
出
に
あ
た
っ
て
は
渡
辺
義
雄
訳
（
筑
摩
書
房
）
を
参
照
。

（
三
） 

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
告
白
』
第
十
巻
三
四
章
五
三
。

（
四
） 

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
告
白
』
第
十
巻
三
四
章
五
三
。

（
五
） 

バ
ッ
テ
ィ
ス
テ
ィ
が
最
初
に
指
摘
し
た
《
ポ
ト
ス
》
と
の
関
連
に
つ
い

て
、
デ
ル
・
ブ
ラ
ー
ヴ
ォ
は
「
ル
カ
・
デ
ッ
ラ
・
ロ
ッ
ビ
ア
の
人
文
主
義
」

（
拙
訳
、『
五
浦
論
叢
』
第
九
号
、
二
〇
〇
二
年
、
一
二
一
頁
）
で
も
言
及

し
て
い
る
。《
ヘ
ル
メ
ス
》《
ア
レ
ス
》
と
ピ
エ
ロ
と
の
関
連
づ
け
に
つ
い

て
も
、
前
掲
「
ル
カ
・
デ
ッ
ラ
・
ロ
ッ
ビ
ア
の
人
文
主
義
」、
一
三
四
頁
、

訳
註
四
を
参
照
（「「
サ
ン
セ
ポ
ル
ク
ロ
の
《
キ
リ
ス
ト
復
活
》
の
左
か
ら

二
番
目
の
兵
士
と
右
側
の
兵
士
が
リ
ュ
シ
ッ
ポ
ス
の
《
ヘ
ル
メ
ス
座
像
》

の
二
つ
の
異
な
る
視
点
か
ら
の
引
用
だ
と
気
づ
け
ば
、
こ
の
仮
説
の
確
証

が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
」。「
ピ
エ
ロ
は
こ
の
像
〔
訳
者
註

―
ア
レ
ス
〕
を
正

面
観
お
よ
び
後
方
四
分
の
三
面
観
か
ら
研
究
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
《
復
活
》

の
キ
リ
ス
ト
の
胸
部
の
大
部
分
と
、
ア
レ
ッ
ツ
ォ
の
フ
レ
ス
コ
画
で
の
聖

十
字
架
に
癒
さ
れ
た
若
者
の
背
面
に
用
い
て
い
る
。」）。

（
六
） 

「
あ
る
貨
幣
」
が
ロ
ー
マ
帝
政
末
期
の
ど
の
作
品
を
指
す
の
か
は
不
詳
。

（
七
） 

原
文
に
は
「《
信
仰
》」
と
あ
る
が
、
本
作
の
向
か
っ
て
左
で
聖
杯
を
も
つ

像
が
《
信
仰
》
で
あ
る
。
本
作
は
実
際
に
は
《
希
望
》
を
表
し
て
い
る
た

め
、
訳
稿
で
訂
正
し
た
。

図
版
出
典
（P

hotographic references

）

―1, 4, 8, 10, 13, 15, 19, 21 (A
. M

. M
aetzke, Introduzione ai capolavori di 

Piero della Francesca, C
inisello B

alsam
o [M

ilano] 1998) 

―2, 3, 5, 6, 12, 18 (A
rchive of T

ranslator)

―7, 9 (C
. D

el B
ravo, L’um

anesim
o di Luca della R

obbia, “Paragone ”, 

285, 1973, pp.3-34) 

―11, 14, 16, 17 (C
. D

el B
ravo, Piero e le occasioni cit.)

―20 (L. A
rbace, A

ntonello da M
essina. C

atalogo com
pleto dei dipinti, 

Firenze 1993)

解
題

　

本
稿
は
、
前
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
一
四
〇
〇
年
代
前
半
」
の
ス
ピ
ン
・
ア
ウ
ト

的
研
究
と
言
え
よ
う
。

　

美
術
家
が
捉
え
る
千
変
万
化
す
る
現
象
界
、
移
ろ
い
ゆ
く
自
然
界
は
た
し
か
に

美
し
い
が
、
そ
れ
を
超
え
た
不
動
の
神
の
世
界
の
美
へ
の
観
想
を
妨
げ
る
も
の
で

は
な
い
、
と
す
る
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
思
想
を
背
景
に
、
ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
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ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
の
作
中
に
含
ま
れ
る
偶
有
性
の
表
現
や
、
古
代
彫
刻
・
貨
幣
に
加

え
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ロ
ッ
セ
ッ
リ
ー
ノ
、
イ
ザ
イ

ア
・
ダ
・
ピ
サ
、
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ノ
・
デ
ィ
・
ド
ゥ
ッ
チ
ョ
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・

ダ
ル
マ
タ
、
ピ
エ
ト
ロ
・
ロ
ン
バ
ル
ド
ら
同
時
代
彫
刻
か
ら
の
形
態
借
用
、
と
り

わ
け
想
定
外
の
偶
発
的
角
度
か
ら
観
察
さ
れ
た
彫
刻
群
の
引
用
／
受
容
を
指
摘
す

る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
偶
有
性
を
超
え
た
、
超
越
的
次
元
へ
の
観
想
の
可
能
性
へ
と

思
い
を
馳
せ
る
。
ま
た
ピ
エ
ロ
が
美
術
の
虚
構
性
を
自
覚
し
て
い
た
こ
と
が
、
自

作
を
彩
色
彫
刻
・
浮
彫
・
絵
画
の
再
現
と
し
て
表
現
し
た
こ
と
に
現
れ
て
い
る
と

指
摘
さ
れ
る
。
ピ
エ
ロ
が
ル
ネ
サ
ン
ス
で
最
も
独
創
的
な
画
家
で
あ
り
、《
慈
悲

の
聖
母
》
に
見
る
よ
う
な
不
動
の
秩
序
の
体
現
者
で
あ
る
と
す
る
ロ
ン
ギ
風
の
常

識
に
抵
触
す
る
大
胆
な
提
起
を
、
弟
子
の
デ
ル
・
ブ
ラ
ー
ヴ
ォ
は
行
っ
た
の
で
あ

る
。

　

と
こ
ろ
で
ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
は
偉
大
な
画
家
で
あ
る
と
同

時
に
当
代
一
流
の
数
学
者
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
気
づ
か
さ
れ
る
の
は
、「
想
像
力

の
甘
美
な
世
界
」
や
「
一
四
〇
〇
年
代
前
半
」
で
ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
の
遠
近
法
が
も

つ
数
学
的
特
質
を
美
の
イ
デ
ア
へ
の
上
昇
の
た
め
の
礎
と
し
て
読
み
解
く
プ
ラ
ト

ニ
ズ
ム
的
解
釈
が
、
ピ
エ
ロ
に
は
適
用
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に

依
拠
し
つ
つ
「
数
学
的
特
質
が
、
知
性
的
幾
何
学
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
劣
っ

て
い
る
」
と
い
う
認
識
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
た
し
か
に
ピ
エ
ロ

の
遠
近
法
画
家
と
し
て
の
側
面
は
従
来
か
ら
十
分
強
調
さ
れ
て
き
た
し
、
デ
ル
・

ブ
ラ
ー
ヴ
ォ
が
本
稿
で
そ
う
し
た
先
入
観
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
て
き
た
こ
の
画
家

の
「
偶
有
性
」
の
表
現
に
着
目
し
た
の
は
評
価
で
き
る
。
し
か
し
ピ
エ
ロ
の
著
書

『
絵
画
の
遠
近
法
』、『
五
つ
の
正
多
面
体
論
』、『
算
術
論
』
等
と
の
対
峙
な
く
し

て
は
こ
の
巨
匠
の
包
括
的
図
像
解
釈
は
不
可
能
で
あ
り
、
本
稿
で
デ
ル
・
ブ
ラ
ー

ヴ
ォ
が
そ
の
対
峙
を
省
略
し
て
し
ま
っ
た
憾
み
は
残
る
だ
ろ
う
。

　

本
稿
は
そ
の
短
さ
の
点
で
も
、
本
文
中
に
文
献
情
報
を
組
み
込
ん
で
註
を
一
切

含
ま
な
い
点
で
も
、
簡
潔
極
ま
り
な
い
デ
ル
・
ブ
ラ
ー
ヴ
ォ
文
体
の
極
端
な
例
で

あ
り
、
理
解
を
助
け
る
た
め
訳
註
と
図
版
を
補
っ
た
。
ま
た
訳
出
に
あ
た
っ
て

は
、
一
九
九
〇
年
代
前
半
に
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
の
演
習
で
森
尾
総
夫
先
生

が
学
生
用
に
試
作
さ
れ
た
未
発
表
訳
稿
を
、
当
時
の
教
え
子
で
あ
っ
た
瀬
分
綠
氏

を
通
じ
て
参
照
し
、
一
部
の
表
現
を
使
用
さ
せ
て
頂
い
た
。
記
し
て
謝
す
る
次
第

で
あ
る
。

（
二
〇
一
八
年
三
月
三
十
日
受
理
）

〔
か
い　

の
り
ゆ
き
／
所
員
・
本
学
教
育
学
部
教
授
〕
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（図 1）ピエロ・デッラ・フランチェスカ《聖
ヒエロニムス》、ベルリン、国立美術館

（図 2）ピエロ・デッラ・フランチェスカ《出産の聖母》
（修復前）、モンテルキ

（図 3）ピエロ・デッラ・フランチェスカ《キリスト復活》、
サンセポルクロ、市立絵画館

（図 4）ピエロ・デッラ・フランチェ
スカ《マグダラのマリア》、アレッ
ツォ、大聖堂
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（図 5）スコパス原作《ポトス》、ローマ、
カピトリーニ美術館

（図 6）ピエロ・デッラ・フランチェスカ《ア
ダムの死》部分、アレッツォ、サン・フラ
ンチェスコ聖堂

（図 7）《ヘルメス》、ミュンヘン、古代
コレクション

（図 8）ピエロ・デッラ・フランチェスカ《キリスト復活》部分、
サンセポルクロ、市立絵画館
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（図 9）《アレス・ルドヴィシ》、ローマ、テ
ルメ国立美術館

（図 10）ピエロ・デッラ・フランチェスカ《シジス
モンド・マラテスタ》、パリ、ルーヴル美術館

（図 11）フィラレーテ「ブロンズ門扉」部分、ローマ、サン・ピエトロ大聖堂
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（図 15）ピエロ・デッラ・フランチェスカ
《大天使ミカエル》、ロンドン、ナショナル・
ギャラリー

（図 14）アゴスティーノ・ディ・ドゥッチョ
《大天使ミカエル》、アックァペンデンテ、
大聖堂

（図 13）ピエロ・デッラ・フランチェスカ《慈
悲の聖母》、サンセポルクロ、市立絵画館

（図 12）イザイア・ダ・ピサ《希望》（《アントニオ・
マルティネス・デ・シャヴェス墓碑》部分）、ローマ、
サン・ジョヴァンニ・イン・ラテラノ聖堂
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（
図

17）
ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
《
ブ
レ
ラ
祭
壇
画
》
部
分
、
ミ
ラ
ノ
、
ブ
レ
ラ
絵
画
館

（
図

16）
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ダ
ル
マ
タ
《
キ
リ
ス
ト
復
活
》（《
パ
ウ
ル
ス
三
世
墓
碑
》）
部
分
、
ロ
ー
マ
、
グ
ロ
ッ
テ
・
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ー
ネ
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（図 18）ピエトロ・ロンバルド《正義》（《パス
クァーレ・マリピエロ墓碑》部分）、ヴェネツィ
ア、サンティ・ジョヴァンニ・エ・パオロ聖堂

（図 19）ピエロ・デッラ・フランチェスカ《聖
母子と四人の天使》部分、マサチューセッツ州
ウィリアムズタウン、クラーク美術研究所

（図 20）アントネッロ・ダ・メッシーナ《聖セ
バスティアヌス》、ドレスデン、絵画館

（図 21）ピエロ・デッラ・フランチェスカ《キ
リストの鞭打ち》部分、ウルビーノ、マルケ国
立絵画館


